
技術科・情報担当の先生方向け

茨城県筑西市立下館中学校 樫村華英

情報の技術 実践紹介
生活や社会からの問題発見・課題設定

～ネットワークを利用した双方向性のある
コンテンツのプログラミングの実践から～



問題の発見と課題の設定を行う場面で、
こんな風に思ったことはありませんか？

こんな人にこそ、見てほしい！！！
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学習指導要領について

Ｄ 情報の技術
（2） ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツ

のプログラミングによる問題の解決
ア 情報通信ネットワークの構成、安全に情報を利用す
るための仕組み、安全・適切な制作、動作の確認、
デバッグ等

イ 問題の発見と課題の設定、メディアを複合する方法
などの構想と情報処理の手順の具体化、制作の過程や
結果の評価、改善及び修正



学習指導要領について



技術の問題解決の流れ

問題の
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どんな問題があ
るかな…？
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実際の授業について

みんなには…
宿題として、市場調査をしてきてもらいます！
これからの授業では、デジタルコンテンツ制作会

社の社員になったつもりで、コンテンツを制作して
みよう！コンテンツは、⽣活や社会に役⽴つものに
したいですね！
今回は、双⽅向性のあるコンテンツ（２台以上の

端末を使⽤して、通信をすることができるもの）で
解決できる課題を設定していきます！



実際の授業について



実際の授業について



実際の授業について



実際の授業について



実際の授業について



実際の授業について

問題の検討（プレゼンテーションソフト使用）

① 問題の原因（ ）を考える。

② それぞれの問題に対して解決策（水色枠）を考える。

③ 考えた解決策を比較し、全員で解決する課題を設定する。



実際の授業について

問題の検討（プレゼンテーションソフト使用）

① 問題の原因（ ）を考える。



技術の問題解決の流れ
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実際の授業について

問題の検討（プレゼンテーションソフト使用）

① 問題の原因（ピンク枠）を考える。

② それぞれの問題に対して解決策（ ）を考える。

③ 考えた解決策を比較し、全員で解決する課題を設定する。



実際の授業について

問題の検討（プレゼンテーションソフト使用）

② それぞれの問題に対して解決策（ ）を考える。



実際の授業について

問題の検討（プレゼンテーションソフト使用）

① 問題の原因（ピンク枠）を考える。

② それぞれの問題に対して解決策（水色枠）を考える。

③ 考えた解決策を比較し、全員で解決する課題を設定する。



実際の授業について

問題の検討（プレゼンテーションソフト使用）

③ 考えた解決策を比較し、全員で解決する課題を設定する。

自動で出欠状況を入力してくれたり、出
欠が学校の中ならいつでもどこでも管理で
きるようなプログラムを制作する。
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実際の授業について
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双方向性のあるコンテンツの作成

完成したアプリケーション
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